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〔会長挨拶〕        橋本恒男 会長 

皆様、こんにちは。大分朝晩が寒くなりましたが、 
お風邪等引かないよう、健康管理にはどうぞお気をつけ 
ください。 
今週末は本庄の最大のお祭りが盛大に行われます。ご

参加の会員はご苦労さまです。 
今月はロータリー月間です。今日の来訪者をご紹介致

します。第２５７０地区ロータリー財団部門委員長の松

本光司様です。後ほど松本様には卓話をしていただきま

す。米山奨学生のイ・ヨンジュ君です。そして来週１１

月５日にはネパールの学校の開校式のため、本庄ロータ

リークラブの会員４名が出発します。今日はその壮行会

も例会の中で予定しています。このクラブを代表して行

っていだだけるのですから、経費の半分くらいを本来は

クラブから出すのが当たり前かもしれませんが、予算の

都合上、自費で開校式も立ち会っていだだきます。なお、

先週の鎌倉への旅行の際に、親睦委員長の計らいで、ネ

パールへ向かう会員にお守りを差し上げました。必ず守

っていただけると思うので、健康にはくれぐれも気をつ

けて、無事のご帰還をお祈りしております。 
先週、先々週と移動例会が続きましたが、社会奉仕委

員会、親睦委員会の皆様には大変ご苦労をお掛けしまし

た。ありがとうございました。本日も宜しくお願い致し

ます。 
 
 

〔幹事報告〕        澁澤健司 幹事 

 
１．本庄ロータリークラブネパール学校建設式典に本庄 
より 5名の仲間が参加いたします。また他団体関係 
者のオブザーバー参加者 5名の皆様を含み総勢 10 
名で 11月 5日～11日迄の一週間です。   

２．本庄商業祭「楽市」のバザー商品協力をよろしくお 
願い致します。 

３．国際ロータリー2570地区新世代部門より、「第 4 
回来日学生オリエンテーション」開催のご案内が来 
ております。日時は 11月 10日午後 2時点鐘、会場 
は国立女性会館となっております。回覧致します。 

４．国立ロータリー2570地区新世代部門ライラ委員会 
より第 7ライディーのご案内が来ております、日時 
は 11月 25日 10時点鐘場所は紫雲閣でジャズピア 
ニスト大野智子さんをお招きしての開催です。案内 
を回覧いたします。 

５．本庄商工会議所より創立 65周年記念式典及び歌謡 
ショーのご案内がきております。日時は 11月 28日 
午後 1時 40分から本庄市民文化会館で行います。 
ご出席の程宜しくお願い致します。 

６．本庄ボランティアグループ連絡会より、第 3回例会 
の開催案内が来ております。日時は 11月 12日午後 
1時 30分から 3時 30分本庄市中央公民館会議室で 
行います。 
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７．2020年東京オリンピック・パラリンピック招致へ 
の協力についてガバナー会議長、石川正一様より案 
内文とバッチが来ております。 

８．ボーイスカウト埼玉県育成会会長・田部井功様より 
維持会費振込の御礼の文章及び会員証が来ておりま 
す、回覧致します。 

９．国際ロータリー2570地区クラブ奉仕部門会員増強 
委員会・高柳育行委員長より絵手紙で「友を増やそ 
う」と来ております。 

10． 腎・アイバンク第 23号の会報が届いておりますの 
で回覧いたします。 

11．ロータリーの友及びガバナー月信 11月号が届いて 
おります、回覧致します。 

12．今月はロータリー財団月間となります、皆様に財団 
委員会から表彰制度寄付金袋をお渡し致しましたの 
で、ご協力宜しくお願い致します。ロータリーレー 
トは一ドル 80円となりますので、100ドルの寄付 
で 8000円となります。 
 

〔来訪者紹介〕 
第 2570地区ロータリー財団部門委員長 

坂戸さつき RC   松本光司 様 
米山奨学生       李    英載 君 

 
 
〔会員増強表彰〕         

狩野輝昭  直前会長 
田中 克  前年度増強委員長 

 
 
〔第 2回会員増強セミナー報告〕 

矢島淳一 会長エレクト 
 

〔米山奨学部門セミナー報告〕 
国際奉仕部門委員会        須永秀和 委員長 
 
〔ネパール学校建設式典参加者壮行会・寸志贈呈〕 
茂木 正 会員 金子 章 会員 渋澤健司 幹事 

小林真紀子 事務局 
 

〔ネパール式典参加者への激励の言葉〕 
加藤玄静 パストガバナー 

 

「ロータリーの友」より感想発表 
広報雑誌委員会             笠原 勝 副委員長 

〔11月の会員誕生祝い〕 

 
萩原達夫 11月 22日   真下恵司 11月   9日 
 

〔11月の会員結婚祝い〕 

 
岩渕富男 11月   1日   岡崎正六 11月    8日 
須永秀和 11月   9日   藤井 仁 11月    7日 
横尾 巧 11月 22日   土屋 進 11月    8日 
 
〔卓話者紹介〕 
地域活性化委員会      茂木 聡 委員長 
 
〔卓 話〕 
第 2570地区ロータリー財団部門委員長 
危機管理委員  坂戸さつき RC 松本光司 様 

 
 



未来の夢計画 
２０１７年にＲ財団が設立１００周年を迎えることを踏

まえて、Ｒ財団管理委員会はＲ財団が奉仕の第２世紀目

に実行するための計画を立案した。この計画はＲ財団を

通じて、さらに持続が可能で目に見える成果を世界中に

もたらしたいと言うロータリアンの願と感心を反映した

ものである。簡素化され、柔軟性を備えた新しいモデル

では、各種手続きをオンラインで行う事が出来る。（手

続要覧） 
 
Ｒ財団管理委員長 
ウイリアムＢ・ボイドＲ財団管理委員長がＲ財団の未来

の夢計画の目的と利点と題して（ja412）で報告してい
ます、Ｒ財団の夢計画についてはＲ財団のイニチアチブ

として進められていますが、実際は、ロータリーの戦略

的イニチアチブとして、国際ロータリーとＲ財団両方に

関わる重要なものです、戦略的な優先事項を通じて、ロ

ータリーの長い歴史を基礎とし、現在、未来のロータリ

アン、地域と受益者のニーズを捉え、未来の夢計画がこ

の様な意図した結果をもたらせるよう、計画の成功の為

に尽力しています。国際ロータリーとＲ財団の両方に大

きく関係するこの未来に夢計画は、多くの望ましい結果

をもたらすと期待されています。クラブがより強く、革

新性と柔軟性を備えれば、ロータリーの認知度と公共の

イメージ向上につながります。 
 
２０１７年ビジョン 
２０１７年のＲ財団がどの様になっているかの質問に関

しての答えとして 
・ポリオのない社会 
・戦略パートナーとの協力を含む、より焦点を絞った重

要な奉仕活動 
・寄付者基盤が成長することによる寄付の増加 
・補助金申請の手続きの簡素化と、申請から補助金授与

までの時間の短縮 
 
80対２０コンセプト 
未来の夢計画の初期段階で、Ｒ財団は様々なアンケート

調査、研究、分析を実施しました。此の作業を通じて、

２００７年「８０対２０コンセプト」が誕生しました。

従来のプログラムでは、財団の年次基金のうち（ポリオ

除く）、長期的で大きな影響をもたらす活動に充てられ

てた資金は２０%のみでした、８０%が比較的短期で影
響力の少ないプロジェクトに充てられていたことが分か

りました。此の目標は資金の８０%を長期的で影響力の
大きなプロジェクトに充当する、というものです。此の

資金モデルの下「新地区補助金」と「グローバル補助

金」の資金モデルが採用されます。 
 
「持続可能性」とは 
・補助金がすべて使い終わった後でも、プロジェクトの

影響が続くこと 
・経済、文化、社会、人材、知識や技術など多角的な面

において受け継がれて行く可能性があること 
・できる限り地元の力を活用すること 
・自然資源を尊重し、環境を破壊または悪化させないこ

と 
・なるべく多くの人のために成ること 

・奨学金または個人が重点分野に関係する専門職におい

て新しい斬新な 
方法の開発に貢献できるようにすること 

・参加者が、地域で、また職場で、その影響力を発揮し、

効率を高められるようにすること 
・プロジェクトの継続性を図るため、」ロータリー地域

共同隊（ＲＣＣ）のような草の根レベルの個人やグル

ープの力を活用すること 
 
未来の夢計画の目標 
・プログラムと運営を簡素化すること 
Ｒ財団のプログラムの一例としてマッチング・グラント

を対象とした報告では、１９６５年から２０００年迄の

３５年間は１万件を処理しましたが、２０００年から２

００４年の５年間で１万件、さらに２００４年から２０

０８年で１万件のマッチング・グラントと飛躍的に増え

ました。ロータリアンが財団の人道的プログアムの価値

を評価することになったと言うことが言えます。 
過去１０年間で、Ｒ財団は代表的なプログラムであるマ

ッチング・グラントを相当数処理するようになってきま

した。又プログラムの数も多く、当時１４種類ものＲ財

団のプログラムが有りました。しかしその一方で財団の

職員は書類の処理に多くの時間を費やすことと成ってき

ました。Ｒ財団は２００５年以来、世界中のロータリア

ンからのフィードバックを集め、未来の夢計画立案に当

たってきました。 
 
・グローバルな成果が期待できるロータリアンの奉仕活

動に焦点を絞ることポリオ撲滅活動にはＲ大きな影響

をもたらした。世界ポリオ撲滅計画へのロータリーの

貢献１９８８年以来、ロータリーの寄付額は世界ポリ

オ撲滅計画の世界予算の約１１%、民間部門だけでは
約６４%を締めています。ロータリーは政府諸国に財
政支援を要請するうえで指導的役割を果たしています。

１９９０年度よりＷＨＯ・ユニセフ・ＣＤＣ（米国疾

病対策センター）などのパートナーと協議して、ポリ

オ・プラス基金からの使途を決定しています。現在は

専門アドバイザーの給与、運営面の支援、監視、社会

動員、全国予防接種日や個別訪問実施ボランティアへ

の助成金などに資金を提供しています。このほかの分

野でも大きな成果をもたらすようにすることが期待さ

れています。 
 
・地区と海外、両方の活動を支援することさまざまな地

域社会で実施する活動を支援 
・地区レベルとクラブレベルで、Ｒ財団が自分たちのも

のであるという自覚を高めること。 
 
現在ロータリーのプロジェクトの大半が、クラブや地区

によって、Ｒ財団からの補助金を受けずに実施されてい

ます。Ｒ財団が活動に授与する金額は、年間１億ドルの

みで有り、これは多くのロータリアンの活動からみた場

合、氷山の一角にすぎません、言い換えれば何千、何万

のプロジェクトは、Ｒ財団からの補助金を受けずに実施

されています。すべてのプロジェクトの価値は、年間で

少なくとも５億ドルから１０億ドルに上ると推定されて

います。管理委員会は、Ｒ財団の限られた資金を、大き

な影響を与えられ、長期的で測定可能な結果をもたらす

プロジェクトに利用すべきと考えました。クラブや地区



がさまざまな地域社会で実施する活動を支援し活動しや

すい財団と成るように変更されます。 
 
・ロータリーの公共イメージを向上させること 
ロータリーという組織の影響を十分に伝えること。２

００６~２００７年に管理委員会が他の団体との比較
調査を行いましたマツカーサー財団 年次予算規模２

億６千万ドル ５００件のプロジェクト実施 １プロ

ジェクト予算は５２万ドルライオンズクラブ 年次予

算３，８５０万ドル ５３５件 １プロジェクト予算

７２，０００ドルＲ財団は１億ドルの予算 ４１６０

件のプロジェクト１件当たり１２，５００ドルＲ財団

は非常に低額のプロジェクトが主なものであり、この

ような現状を踏まえ世界のニーズに沿った見直しが必

要と成りました。 
この未来の夢計画の目標が達成できるかを図るため

に世界５３０地区のうち１００の地区がパイロット地

区として２０１０年７月１日から参加しています。 
その他の地区は伝統的地区と称し２０１３年７月１日

よりこの計画に参加することに成ります。 
 

６つの重点分野 
平和と紛争予防/紛争解決・疾病予防と治療・水と衛生
問題・母子の健康・基本的教育と識字率向上・経済と地

域社会の発展 
Ｒ財団管理委員会は、新しい補助金構成のために、６つ

の重点分野を定めました。この分野はロータリアンが世

界各地ですでに取り組んでいる重要な人道的課題やニー

ズを反映したものです。又各分野には具体的な目標が有

ります。管理委員会は少なくとも９年間はこれらの重点

分野に焦点をあてていきます。 
 
新しい補助金モデル 
グローバル補助金・新地区補助金 
補助金利用のプロセスを簡素化するため、未来の夢計画

で提供される補助金は、グローバル補助金と新地区補助

金の二種類のみです。此の補助金モデルを通じて、クラ

ブと地区がゆり大きな補助金の成果、柔軟性、持続可能

性を得られるようにし、Ｒ財団への寄付が最大限に活用

されるようにします。 
 
グローバル補助金について 
・長期的なプロジェクト・比較的高額な授与額・持続可

能な成果・重点分野との合致 
・国際財団活動資金（ｗｆ）からの上乗せ 
・二つのオプション： 
 クラブ/地区が立案した補助金活動 パッケージ・グ
ラントグローバル補助金は、重点分野の目標に向けて、

持続可能かつ測定可能なプロジェクトや活動を支援す

るものです。比較的高額な授与額が設定されており、

国際活動資金（ｗｆ）からの最低授与額は１５，００

０ドル、プロジェクトの全体の費用は３０，０００ド

ル以上です。クラブと地区は独自にグローバル補助金

プロジェクトを立案できるほか、ロータリー財団と協

力組織が立案したパッケージ・グラントを利用可能で

す。グローバル補助金は、ｗｆからの上乗せとなるた

め、柔軟かつ経済的に奨学金を提供することもできま

す。さらに重点分野に関係する範囲で、複数のクラブ

が協力して人道的活動と教育的活動を織り交ぜたプロ

ジェクトを実施することも可能です。 
 
新地区補助金 
・年に一度、一活で授与される補助金 
・比較的規模の小さい活動やプロジェクト 
・地元と海外の活動に資金を配分 
・幅広い指針の下、地区に裁量権が与えられる 
 
新地区補助金は、Ｒ財団の「使命」を支援するものです

が、必ずしも六つの重点分野に関係している必要はあり

ません。従いましてクラブと地区が幅広い範囲で活動を

行うことができます。地区は年に一度、一活で新地区財

団活動資金（ｄｄｆ）の５０％までを新地区補助金とし

て申請します。ロータリアンやクラブからの申請を審査

した後、資金を配分し、配分先について地区内クラブへ

報告します。Ｒ財団への報告は最低限のものです。クラ

ブと地区からの資金の利用計画を提出してもらうため、

補助金終了の手続きを迅速に行うことができます。新地

区補助金は地元、海外いずれにおける活動にも使用でき

ます。比較的規模の小さい活動やプロジェクトを支援し

ます。（奨学金・地区補助金・ＶＴＴ／ＧＳＥなど） 
 
２０１０－１１年度未来の夢の補助金 
パロット地区の状況説明 
１年目に補助金申請を行ったのは９８%で、すべての試
験地区が資格認定手続きを完了しました。２７１通のグ

ローバル補助金が申請され２０８通が承認されました。

授与されて国際活動資金は（ｗｆ）５３０万ドル。 
新地区補助金はほとんどすべての地区が利用しました。

９５通の申請書が提出され、承認されました。申請書提

出から承認までにかかった時間は、通常２週間以内です。

総額６００万ドルの補助金が授与されました。年度末ま

でに完了した補助金は２１件でした。 
 
１年目の統計：グローバル補助金 
１年目のグローバル補助金活動の詳細 全部で２０８口

のグローバル補助金が授与され、平均授与額は約２５，

０００ドル 平均予算額は５７，０００ドル、予算７０

０万ドルのうち５７，０００ドルが授与されました。重

点分野で最も多く行われた上位３つの分野は「水と衛生

設備」が１７０万ドル、「疾病予防と治療」が１００万

ドル、「基本的教育と識字率向上」が９４５，０００ド

ルでした。 
 
１年目の統計：新地区補助金 
９５の新地区補助金を受理しました。利用できるＤＤＦ

（地区活動資金）が小額の地区もあったため、一部の地

区は新地区補助金を申請しませんでした、これらの地区

はＷＦの上乗せを受けられるグローバル補助金を希望し

たようです。」 
一活で地区に支払われる此の補助金は、平均授与額が６

４，０００ドル、地区は此の資金を平均して２１のクラ

ブに配分しました。授与額は平均３，０６１ドル、財団

寄りの授与額は６１０万ドル、最も多く行われた分野は、

教育的活動、保険、地域発展の３つの分野です。水プロ

ジェクトはグローバル補助金を使って実施されることが

多いため、新地区補助金よりの授与額は少なくなってい

ます。２６地区が新地区補助金を使ってＧＳＥのような



交換を実施しました。地区は新地区補助金の３%までを
管理運営費に充てることができます。 
 
手続き時間の比較 
未来の夢計画の主な目標の一つは、補助金利用のプロセ

スを簡素化することです、地区補助金と新地区補助金の

手続き時間を比較したものです。１００の試験地区がか

つての地区補助金利用の際、申請から補助金完了までに

かかって時間は８～５８カ月です。これにたいして、新

地区補助金の場合は４～１１ヵ月でした。平均地区補助

金は２０カ月、新築補助金は７カ月と成りました。新地

区補助金は従来の地区補助金に比べ、手続きと所要時間

が大幅に改善されたと言えます。 
 
フィードバック 
成 果                                 
・ポリオ撲滅を達成した後の活動分野を提示  
・新地区補助金の柔軟 
・ 焦点を絞り、より大きな成果を期待できるグロー

バル補助 
・協力組織 
 
課 題 
・グローバル補助金の手続き 
・プロジェクトの持続可能性 
・クラブや地区の協力関係 
・試験地区以外の地区も新補助金構成へ移行 

 
未来の夢委員会と管理委員会は過去 12 ヶ月間にわたり、
補助金を申請した地区の指導者や大表連絡担当者から得

Ｅメールや書簡を受け取り、また一連のアンケート調査

も実施しました。寄せられたすべてのフィードバックは、

ロータリアンのニーズに応え、計画の目標を達成するの

にふさわしい調整を検討する際に役立てられます。ここ

までの成果果でいの説明を致します。 
成 果 
・重点分野がよく受け入れられた、好ましい反響があっ

たこと。ポリオ撲滅後のロータリー財団の活動分野を

示す事につながります。 
・地区は新地区補助金の柔軟性を十分に生かす事ができ

たこと。地元の小規模な奉仕プロジェクトやＧＳＥの

ような従来の補助金活動も支援できるほか、一部では

大規模な国際奉仕プロジェクトを支援した例もありま

した。新地区補助金では、地元の学校に通う生徒に奨

学金を提供できるため、奨学プロジェクトも人気があ

りました。 
・クラブは、重点分野に関連する、申請額は１５，００

０ドル以上のグローバル補助金についても申請書を提

出しています。少数ですが、要件を満たしていないた

め承認されなかった申請もあります。 
・管理委員会がいくつかの協力組織と提携関係を承認し

たため、パッケージ・グラントも開発されています。 
課 題 
・いくつかの改善点も見られます、フィードバックによ

ると、グローバル補助金の申請手続きやオンラインシ

ステムをさらに簡素化する必要が有ります。 
・プロジェクトを長期的持続可能なものとするためには

どうすべきかについて、クラブと地区にさらなる説明

が必要です。短期間または 1回限りのプロジェクトが

多く、貧困、疾病，非識字の根源となっている大きな

問題に取り組むプロジェクトが少ない状況です。 
・試験地区では、地区間の協力に困難が生じました。未

来の夢計画をテストするため、試験地区は新しい補助

金モデルを利用しますが、試験地区とそれ以外の地区

がこれまでに築いてきた協力関係に影響が出ました。

ロータリー財団はこの問題を認識しており、代替的な

協力方法を提供します。この結果、数多くの新しい協

力関係が結ばれました。 
・試験地区以外の多くの地区が未来の夢への移行につい

て情報を希望しており、地区指導者に最新の情報や移

行準備に関する情報が送られています。 
 
〔ニコニコ BOX報告〕 
「R財団部門委員長 松本光司様。今日はよろしくお願
いします。」 
橋本恒男 澁澤健司 髙橋福八 加藤玄静 下山正男 
福島文江 中島高夫 戸谷清一 温井一英 矢島淳一 
須永秀和 横尾セツ 茂木 正 岡崎正六 野村正行 
高柳育行 
 
橋本恒男 
「本日例会、よろしくお願いします。」 
 
茂木 聡 
「先般の父の告別式にあたり、大勢の皆様にご会葬いた

だきましたこと、厚く御礼申し上げます。」 
 
関根 貢 
「医療法人 関根外科医院のまま「はにぽんクリニッ
ク」として再出発致します。息子が主力で私は 95％引
退です。宜しくお願い申し上げます。」 
 
渋谷修身 
「先週の旅行、夫婦でお世話になりました。」 
 
戸谷清一 
「ケーブルテレビは街づくり。本庄まつりをハイビジョ

ン生中継します。11/3（土）PM2:00～3：00松川未樹シ
ョー、PM5：00～8：00本庄まつり」 
 
藤井 仁 
「10/13祝賀会には、多数の皆様にご出席いただき、お
陰様で盛会のうちに終了する事ができました。有難うご

ざいました。」 
 
狩野輝昭 田中 克 
「会員増強推進計画で RI会長賞受賞致しました。有難
うございました。」 
 
加藤玄静 
「ネパール学校建設、長い間御苦労様でした。帰朝報告

を楽しみにしています。」 
 
佐藤賀則 
「親睦旅行、大勢のご参加ありがとうございました。ネ

パールご苦労様です。生きて帰ってきて下さい。」 
 
飯塚明男 
「看護師の講義がありますので、早退させてもらいま

す。」 
 



〔出席報告〕 
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